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Ｑ 1、 仕事の内容は？
今年度から企画広報担当として、主に日中事業所で活動されているご利用者様の絵画等の表現活動のご
提案や画材の準備等のお手伝い、展覧会やイベント企画や外部イベントの窓口、SNS での発信を行なって
います。

Q2. 入職して感じたかりがね福祉会の印象は？	
　　前向きに「引きこもり」をしている印象です（笑）ご利用者様の気持ちに寄り添い、安心できる居

場所づくりがしっかりとされていました。それがどこか閉じこもっているような印象を受けました。
刺激に敏感な方も多いので、ただ地域や社会に向けて開かれた場所をつくろうとすると、ご利用
者様が辛く感じてしまうこともあるのだと知りました。そこから、かりがね福祉会にとってちょう
どいい塩梅の「開き方」を模索しています。今の職場は、景色がよくて、出勤や退勤の時にきれい
だな～と思いながら働けるところが好きです。

Q3.今後かりがね福祉会でやってみたいことは？（研修、イベント、企画など）
地域の方や御家族の方に何か還元できるような活動ができたらと妄想したりします。ゴミ拾いは現在も行っている事業所
もありますが、ちょっとしたお困り事にご利用者様とスタッフが活動として寄り添える何かが出来たら面白いんじゃないか
なと思います。

Q4. 好きなものおすすめを教えてください。　
　　作家さんの作品でリメイクされたソファがとてもかわいくて、草原のような緑色に癒されています 。
Q5. お勧めの本、または好きな本を教えて下さい。（411 号より質問）　
　　佐久間宣行さんの本。読んでいても面白いし、佐久間さんの物事をとらえる視点を私も持ちたいと願いながらなかなかそ

うはできませんが、読むとささくれた気持ちが「まぁ、そうか」と落ち着きます。
Q6. 行ってみたい場所又はおすすめスポットがありましたら教えて下さい。（411 号より質問）
　　今は佐渡島に行ってみたいです。温泉も好きなので九州の温泉巡りも行きたいです。　　
Q7. 次回のスタッフリレーの職員に聞いてみたいことは？／人生 2 回目があるとしたらどんな人生にしたいですか？
Q8. 次回のスタッフリレーのバトンをお願いします !!  ➡ ライフステージかりがねの長竜平さんにお願いします！

Q1. 入職して感じたかりがね福祉会の印象は？
ご利用者様とスタッフの関係性が良い（入職する前のヘルパー研修時にも感じた印象と同じです）
Q2.今の職場の気に入っている所を教えてください。	

     ご利用者様もスタッフも一緒に楽しみ笑いが絶えない事業所で、和やかな空気が感じられます。
Q3. ハマっていることや好きなことなど教えてください。

初夏に蝶の好む植物をアトリエ Fuu の庭に植えてみました。１０月、お目当ての蝶は訪れません
でしたが、ヒメシジミ、ツマグロヒョウモン、モンシロチョウなど沢山の蝶たちが遊びに来てく
れましたよ。

Q4.今後かりがね福祉会でやってみたいことは？（研修、イベント、企画など）
　　事業所対抗運動会！やってみたいです。
Q5. お勧めの本、または好きな本を教えて下さい。（411 号より質問）

「樹木希林 120 の遺言～死ぬときぐらい好きにさせてよ」　人生観が変わる一冊でこんな感
じに生きていかれたらなあと思いました。

Q6. 行ってみたい場所又はおすすめスポットがありましたら教えて下さい。（411 号より質問）
私のおすすめの場所は、中央アルプスの千畳敷カールです。ロープウェイでわずか７分、雲上の世界へ行けて、雄大な大自
然が見られます。

Q7. 次回のスタッフリレーの職員に聞いてみたいことは？
　　好きな食べ物、得意な料理など（食に関することならなんでも）
Q8. 次回のスタッフリレーのバトンをお願いします !!   ➡  在宅支援センターえ～るの的場真さんお願いします！

 佐田 芽衣 です。

 垂見 美雪 です。

風の工房と OIDEYO ハウス、アトリエ Fuu 兼務１２年目の

アトリエ Fuu 17 年目の
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　私が、かりがね福祉会の職員になって25年目になる。なぜ、私がこの仕事を志したかというと、それは私が高校３年

生の頃までさかのぼる。高校３年生になり夏で部活も終わり進路を考えなければいけなくなった。当時、３０年近く前

はこれから高齢化社会になるといわれている時代であった。私は単純に「これからは福祉の時代だな。」と思い大学の

社会福祉学部に進学する。何の知識もない私は福祉＝高齢者というイメージであったが、大学の授業を受けたり、ボラ

ンティアなどを行う中で、就職するなら障がい者の施設だなと思うようになる。しかし、当時の障がい者の入所施設は、

退職者がいないと募集がなかったので大学４年生の卒業式が終わっても就職先が決まらずにいた。就職浪人を覚悟

していた３月下旬、大学から就職を募集しているところがあると連絡を受ける。そして、３月３０日に明日来てくれと連絡

が来て、３月３１日に面接があり、４月１日からかりがね福祉会の職員として働き始めるのである。

　それから、かれこれ２５年。できればここで、「正直、つらいこともあったんだけど、それを吹き飛ばすような嬉しいこ

とがあったから今もこの仕事を続けられているんだよね。」みたいなことを書きたかったのだが、そんなドラマティック

なこともなく、あまりやりたくない仕事はたくさんあるけれど仕事自体はやめようと思ったこともなく現在にいたるのであ

る。

　そんな私にも、転換期は何度かあるが、一番考えさせられたのは理念検討プロジェクトのメンバーになったときであ

る。当時、様 な々ことについて考えぬいた。人間、考えに考え抜くと何も考えられなくなるのだと実感した。（だから、今

何も考えていないのかもしれない…）その、考え抜かなければいけなかった問いの一つに「なぜこの仕事をしているの

か？」という設問があった。

　なぜ、私はこの仕事を続けているのだろうか？もちろん、生活のため、家族のために働いているという現実的な理由

もある。きれいごとだけでは続かない仕事だということも、２５年やってきて嫌というほど分かっている。それでも、こ

こまで続けてこられた一番の理由は、ご利用者様に「生まれてきてよかった。」と、たった一瞬でも感じてもらいたいか

らだと思う。その言葉を直接聞いたことは今まで1度もない。むしろ、どう感じているのかわからないことが圧倒的に多

い。それでも、ふとした表情や、何気ないしぐさ、安心したような空気に触れたとき、「もしかしたら、ほんの少しそれに

近づけたのかもしれない。」と思う瞬間がある。正直に言えば、この仕事は報われた実感を得にくい。努力が結果とし

て見えにくく、達成感よりも反省の方が先に立つ。それでも、誰かの人生の一部分に関わり、その時間が少しでも穏やか

なものになるよう支えることができるのなら、それは決して無駄ことではないと思っている。「生まれてきてよかった。」

と心から思ってもらうことは、きっととても難しい。もしかしたら、一生届かない願いかもしれない。それでも、その思い

に近づこうとし続けること自体に、この仕事を続ける意味があるのではないだろうか。

　時 立々ち止まり、なぜ自分はこの仕事をしているのかということを考えてみて欲しい。答えが出なくてもいい。ただ考

え続けることで、昨日よりほんの少しだけ、良い支援ができるのではないだろうか。そう信じて、私は今日もこの場所で

働いている。

気づいたら働いてた。気づいたら続いてた。

工藤　淳さなだの杜管理者
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地域とつながる、ものづくりの力

～OIDEYOハウス　クラフト班の取り組み～
織り製品 と 雷グッズ でひろがる、出会いと自信

　クラフト班では、織り作業やオリジナルの“雷グッズ”を中心に、自主製品づくりに取り組んでいま
す。コロナ禍が明け、地域のさまざまなイベントが再開される中、私たちも積極的に出店してきました。
その結果、ここ数年は　自主製品の売上　が大きく伸びています。

　また、当事業所では、毎回の販売会にご利用者様も参加し、お客様への接客を一緒に行える体制 を整

えています。地域のイベントで目の前のお客様に商品を手に取っていただき、ご利用者様が言葉を交わし

ながら販売できる時間は、何物にも代え難い貴重な機会となっています。「かわいい！」「大切に使いま
すね」といった温かい言葉を頂くたびに、皆様の励みとなり、ものづくりへの意欲にもつながっていま
す。

これからも私たちは、一つひとつの出会い
を大切にしながら、地域に愛される事業所
を目指して取り組みを続けてまいります。

　プランソレイユ様には、約2年

間、作品展示およびオリジナルグッ

ズ販売の場として店内スペースをご

提供いただきました。地域のお客様

に作品を届ける貴重な機会となり、

大きな励みとなりました。店内レイ

アウト変更により展示・販売は終了

となりますが、これまでの温かい

ご支援に深く感謝申し上げます。

　CPF上田様は、たくさんの作品を仕入れてくださ

り、大宮の販売店で大切に扱っていただいています。

　一人ひとりの「つくる喜び」を、遠方の方々へとつな

いでくださり、心より感謝いたします。

　地域活動支援センターカナン（上田

市）の高橋所長様より、クリスマスプレ

ゼント用としてクラフト製品を多数ご

購入いただきました。ご利用者様が心

を込めて制作した作品を選んでいた

だき、心より感謝いたします。

　令和4年度から5年度にかけては収入・
工賃ともにわずかに減少しましたが、令
和6年度には一転して大きく伸長し、収入
は前年度比で約1.5倍、工賃も約1.6倍と
なりました。令和4年度との比較でも、収
入・工賃ともに約4～5割の増加となってお
り、ご利用者様の日々の努力と、地域の皆
さまに支えられた成果が確かな形であらわ
れています。

プランソレイユ様

CPF 上田様

高橋所長様
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地域連携推進会議の開催について

　さる2025年11月13日（木）及び29日（土）の二日間で、

法人初開催となる地域連携推進会議を開催しました。同会議

は、地域の関係者を含む外部の方の目が定期的に入ることで事

業運営の透明性を高め、サービスの質の確保に繋げることで、

ご利用者様が地域で安心して暮らせるようにするための取り組

みで、今年度から義務化されました。会議の目的は、国の手引

きで以下の４点があげられています。

①利用者と地域との関係づくり　　②地域の人々への理解促進

③サービスの透明性・質の確保　　④利用者の権利擁護

　会議当日は、入所施設、グループホームがお世話になっている各

自治会の役員の皆様、ご利用者様、ご家族の皆様においでいただ

き、事業所の現状や取り組みのご説明ののち、各施設のご案内をさせていただきました。会議では貴重な

ご意見もたくさんいただき、今後の事業所運営やご利用者様への支援に生かしていきたいと思います。ご

参加いただいた皆様ありがとうございました。
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OIDEYOハウス

清水貴久さん
古市津喜子さん

堀内隼さん

依田香さん

松井朱理さん

宮下宜續さん 中村豪さん

塩沢明子さん

山内結香さん

渡邉紗和さん
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会員・読者の皆様からのご意見・ご感想お待ちしています。「機関誌編集委員会」までお寄せ下さい。
https://ws.formzu.net/sfgen/S311362702/

社会福祉法人 かりがね福祉会 URL https://karigane.or.jp
■法人本部／ライフステージかりがね
 〒386-2201　長野県上田市真田町長 6430-1 TEL.0268-72-3431　FAX.0268-72-4406
■つつじ 〒386-2201　長野県上田市真田町長 7166-8 TEL.0268-75-5431　FAX.0268-75-5434
■共同生活サポートセンター 〒386-2202　長野県上田市真田町本原 531-1（よつばのいえ内）　   TEL/FAX.0268-72-2434
■さなだの杜 〒386-2201　長野県上田市真田町長 6430-1 TEL/FAX.0268-72-0133
■在宅支援センターえ～る 〒386-2201　長野県上田市真田町長 6430-1 TEL/FAX.0268-72-8022
■風の工房 〒386-2201　長野県上田市真田町長 2464-1 TEL/FAX.0268-72-2151
■OIDEYO ハウス 〒386-2203　長野県上田市真田町傍陽 8551-2 TEL/FAX.0268-73-0005
■OIDEYO ハウス（分場） 〒386-2202　長野県上田市真田町本原 1491 TEL/FAX.0268-72-5067
■アトリエ Fuu 〒386-2202　長野県上田市真田町本原 531-2 TEL/FAX.0268-72-1061
■ミライエ 〒386-2201　長野県上田市真田町長 7166-8 TEL/FAX.0268-71-7810

記

編
集
後

　機関誌編集委員会に入って１年目の私が述べる
には恐縮な話題ではありますが、機関誌を発行す
ることの意義とは、どのようなものでしょうか。
一つに限らず、様々な目的を挙げることができま
すが、私は「考え方を伝える」ことだと考えてい
ます。支援の方法について多くの選択肢がある中
で、私たちは目の前にいるご利用者様に適した支
援を行う必要があります。その際、支援のレパー

トリーが少なければ、良い支援を行うことは難しい
でしょう。過去の機関誌を読み返していると、支援
についての気づきを得ることがよくあります。機関
誌を通して新たな知識を伝える。いわば、「かりが
ね学」とも言えるものを醸成している。機関誌の発
行にはそのような価値があると、私は考えています。
� ライフステージかりがね：小古井

　かりがね福祉会は皆様のご支援によって支えられてい
ます。会費は法人各施設の設備や備品の充実等のために
使われます。また、会員の方には年４回機関誌等を送付
しています。皆様のご理解とご協力をよろしくお願い申
し上げます。専用振込用紙のお取り寄せ、その他お問い
合わせは法人本部までお願い致します。

　　期間
　1 年単位（ご入会より 1 年間）

　　ご入会方法
●ゆうちょ銀行［00550 － 3 － 8487］
　名義「社会福祉法人　かりがね福祉会」

●上田信用金庫　真田支店［普通預金：95578］

　名義「社会福祉法人 かりがね福祉会　理事　小
こばやし

林　彰
あきら

」

運 
営 

会 

員

ご
加
入
の
お
願
い 　　年会費

　１口　1,000 円（何口でも結構です）

感 謝 録 皆様のご支援・ご協力に感謝申し上げます。 ※敬称略させていただきます　
2025年10月１日－2025年12月31日

　　�

高寺陽子　青木和男　高橋賢司　いちごの家　三井まゆみ
山崎寿雄　工藤量男　サイサン　新日本警備保障　
佐々木良子　相澤喜世子　アオヤギ印刷　ワークスゼロ　
東信ガス　Over  オートパル信州うえだ　上田信用金庫　
安藤　北澤　町田結花　髪や長野　リーフケア　寺尾勝幸
シュンエイ・デンセツ　大成　秋山京子　匿名
アルミ缶　新聞紙　牛乳パック　タオル　大根　人参　
そうめん　ハンドソープ　みかん　お花　お菓子　みそ　
みかん　トイレットペーパー　りんご　お茶　コーヒー　
切手

石原産業株式会社　石原信之　石原産業株式会社社員一同
清水俊治　堀内艶子　花岡尚　　　　　　　　

５２７，４３２円

■長野県　古市津喜子　相馬友佳　小林彰　甲田亮太　
タツミラウラミエコ　塚田弘人　堤修三　相澤喜世子　
小林典子　森かよ子　北澤雄司　小林治藏　関孝之　
大野幸子　尾島信子　堀内昌彦　窪田真保　紅林裕子　

西由美子　浅川祐未　中村映舞　松川美由樹　清水栄紀
長竜平　貝賀建司　佐藤繁信　半田正直　小古井達雄　
志賀洋子　高寺稔　黒岩芳広　東山史江　秋山京子　
大久保順子　遠藤良和　亀子恵　南沢聖子
■東京都　西脇正雄　中嶋泰子　
■埼玉県　平野淑子

寄贈物品

寄付金

2025年度運営会員ご入会者

会員数（名） 会費（円）

長 野 県 245 917,409

北 海 道 3 10,000

東北地方 1 2,000

関東地方 22 270,487

中部地方 5 58,000

北陸地方 2 8,000

近畿地方 2 15,000

中国地方 1 3,000

四国地方 0 0

九州地方 1 20000

合　　計 282 1,303,896

（2025年4月1日～2025年 12月31日）
２０２５年度運営会費納入金額


